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内容の要旨および審査の結果の要旨
悪性脳腫瘍は周囲に浸潤増殖するため，手術のみで治癒せしめることは困難であり，放射線・化学療法
を併用した集学的治療力泌要である。化学療法の治療効果を高める目的で，個々の症例に有効な抗癌剤を
選択すべく，数多くの試験管内（invitro）および試験管外（invivo）の抗癌剤感受性試験が試みられて
きた。しかしそれら既存の方法は，再現性，迅速性，手技，経済性，あるいは治療効果の予測などの点に
おいて依然多くの問題を残している。本研究では，臨床応用が可能で実用的な抗癌剤感受性試験を確立す
べ<，受精鶏卵漿尿膜法による感受性試験を検討し，さらに本法の転移性脳腫瘍モデルとしての有用性に
つき検討した。まず，鶏卵漿尿膜上に移植したラット脳腫瘍由来培養細胞（Ｃ６ｇｌｉｏｍａ）の生着を確認
し，その薬剤に対する反応性が他の感受性試験法の結果と平行関係にあることを確認した。次に外科的に
切除されたヒト脳腫瘍組織67検体を用て感受性試験を行った。６７検体全例が生著し，内59検体（88.1％）
で薬剤感受性試験の判定が可能であった。膠芽腫22検体の薬剤感受性はACNＵに対しては30.0％，ＭＣＮＵ
に対しては50.0％，cyclophosphamide，adriamycinおよびcisplatinの三者併用療法（CAP）に対して
は18.8％であった。悪性星細胞瞳７検体では，それぞれ28.6％，４２９％，１４．３％といずれもＭＣＮＵに高
い感受性を示した。その中で膠芽腫16症例，悪性星細胞腫７症例に関しては本法による感受性試験の結果
と臨床効果に関して後向き研究を行った。その結果，真陽性率が55％，真陰性率が100％，全体的な予測
率は78％と感受性試験の結果と臨床効果の間に高い関連性が認められた。さらに漿尿膜上の血管内にマウ
ス黒色腫由来培養細胞（B16-F10melanoma）を移植することにより脳転移実験モデルを作成した。脳
転移は血液脳関門を通過するＡＣＮＵでは著明に抑制されたが，これを通過しないCAPでは抑制されなかっ
た。本法が血液脳関門を考慮し，臨床に即応した脳転移実験モデルであることが示唆された。
これらの結果から，受精鶏卵漿尿膜法を用いた感受性試験は，簡便であるのみならず，従来の方法と比
べて臨床予言性において劣らず極めてすぐれた方法であったことが判明した。
以上より，本研究は新しい方法を用いて悪性脳腫瘍の抗癌剤感受性について詳細に検討したものであり，
悪性脳腫瘍の化学療法の発展に寄与する労作であると評価された。
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